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　70名が会場に集まり久しぶりに、教室単位で

舞台吟詠が披露されました。

　日高文化協会が主催する「文化祭」で吟詠歌

謡を発表し、お客さまに詩吟を身近に感じてい

ただき、一人でも詩吟に興味を持っていただき

たい。そして会員確保ができないか？そんな狙

いのため、春から練習していた吟詠歌謡、「青

葉の笛」は女性20人。「西郷隆盛」は男性５人。

ところが、今年も日高文化協会【文化祭】が中

止となりました。そんなことから、二つの歌謡

吟詠は、今回の日高支部錬成大会で発表するこ

ととなりました。フィナーレで小学生を交えて

西郷隆盛こと、西郷南洲作「偶感」を吟じました。

コロナ禍に負けるな！（止める勇気・実施する勇気、どちらを取るか）

関西吟詩白鷺連合会・岳豊会の支部が２年ぶりに錬成大会を開催

令和 3年 11月 21日（日）
岳豊会豊岡支部錬成大会が２年ぶりに

開催されました。

来賓挨拶される田中岳涼日高支部長

令和 3年 11月 28日（日）
日高支部錬成大会が２年ぶりに

開催されました。
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コロナ禍に負けるな！（止める勇気・実施する勇気、どちらを取るか）

　会員吟詠

　田中岳涼日高支部長の孫二人とパパも参加、
「偶感」を合吟されました。

　田中岳涼支部長は挨拶で、会員増強のお願い
をされました。（会員増強対策委員会で作成し
たチラシを話題として）

　元日高支部長、白鷺元副会長。現日高支部相
談役の原田岳蓉先生の吟詠

※ 画像と文章内容は、田中岳涼日高支部長から
のご提供です
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　山　崎

　絶句新教本のその二に６題・その三に５題・

その四に16題ある新しい漢詩の中で訪ねてみれ

ばと、アドバイスを頂き　嵯峨天皇が詠まれた

「江上の船」（絶句・新教本その四・85頁）に記

載されている「河
かやりきゅうあと

陽離宮址」を訪ねました。

　アサヒビール大山崎山荘美術館でお馴染みの

ＪＲ山崎駅の近くで、親しみのある佇まいで町

に溶け込んでいました。

　平安時代の初め、清和天皇が夢でのお告げに

より、九州宇佐八幡宮より帰京させた僧行
ぎょうきょう

教

が山崎の津（港）で、山上に霊光を見られた。

その地を掘ると岩間に清水が湧き出したので、

国家鎮護のため「石清水八幡宮」を此処に創建

された。ここは嵯峨天皇離宮地として現在は「離

宮八幡宮」と号されています、と若宮司の奥様

の説明を頂きました。

　また幕末の「禁門の変」で長州藩屯所となっ

たため兵火で焼失しました、その時の名残で、

本堂前の石畳に所々、赤く変色した石が今も悲

惨さを物語っています。

　その頃は「西の日光」と言われ、水無瀬川よ

史 跡 探 訪 の 旅

＜境内からの本殿＞
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り円明寺に及ぶ広大な神領を有していたとのこ

とでした。現在僅かに残る築地塀、高麗門、東

門は国の重要文化財に指定されています。正門

から左手には菅原道真腰掛け石とされる大きな

石、その近くには社の杭址の石も沢山ありまし

た。

　国家安泰、国民平安諸願成就祈願所としてい

る「離宮八幡宮」はきらびやかではないお宮さ

んでしたが、学生さんや地元の方々の参拝姿に

慕われているお宮さんと確信しました。

　そして驚いたのがこの社が「荏
え

胡
ご

麻
ま

油」本邦

製油発祥の地でした。清和天皇の頃、青じそに

似た植物エゴマを絞り、神社の灯火に用いたよ

うです。室町時代ともなれば宮廷はもとより全

国の社寺や一般からも、油といえば山崎と言わ

れ、歌合せや山崎油売りの図として物語ってい

ます。

　今も毎年４月３日に「日
ひ の と う

使頭祭」が執り行わ

れます、勅使がまず当宮に詣ったあと、淀川を

船渡りして男山へと参拝される……これが「日

使頭祭」の起りとされています。

　室町時代には50隻もの船が渡御する大祭礼

だったそうです。京都賀茂神社の葵花をかざす

葵祭を「北祭」に対して、ここ油長者が藤花か

ざした祭を「南祭」と称えられたそうです。

　南北朝期の昔より、天下取りを望む武将たち

はこの地を水陸交通の喉元に位置したため、

競ってこの地を占領したと記されています。将

軍足利義満や徳川家康の書状その他三百通にも

及ぶ古文書が保存されているそうです。

　斎藤道三も八幡宮油座の荏胡麻油を売ること

から始まり、のちに美濃の国主にのぼりつめた

と、記されていました。

　健全な身体には大切な油。今も貴重なエゴマ

オイルの発祥地と知り、買い求められて元気を

頂いた探訪記になりました。発見でした。

広報部　天　田　澄　慈
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　現在、我が吟詩部はこの春、４回生２名が卒
業し、現役の在籍者がいなくなった為「休部」
になっております。
　関西の大学の詩吟クラブで唯一活動していた
「関大吟詩部」も遂に、という感もありますが、
３月25日に顧問の長谷部先生と役員会のメン
バーで懇談会を開催し、新入部員勧誘等につい
て話し合いを致しました。
　今年は「新歓活動」、「対面授業」が出来ると
いうことで、昨年吟詩部で制作した「ARパン
フレット」を活用していただくように長谷部先
生にお預け致しましたが、「第４波」のコロナ
感染拡大により、大阪府に緊急事態宣言が発令
され、授業もリモートが中心となり、クラブ活
動も制限されと、吟詩部「復活」は遠くなって
しまいました。
　しかしながら、８月に開催された「第45回全
国高等学校総合文化祭和歌山大会・吟詠剣詩舞
部門」の出場80校にOB会より「ARパンフレッ
ト」を送り、関西大学吟詩部入部をお願いいた
しました。
　かすかな希望の光ですが、「吟詩部復活」に
向けて今後ともOB会で取り組んで参ります。

シリーズシリーズ　教室探訪コーナ教室探訪コーナーー

白鷺傘下　関西大学吟詩部の現況について
 関西大学吟詩部OB会　会長　谷　澤　弘　喜　

＜ARパンフレット＞

＜スマホで動画が楽しめるのであったが……＞

＜二年連続で新入生勧誘活動ができませんでした！＞
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　詩吟を習い始めて６年目になります。習い始
めは詩吟の独特なメロディー、節回し、音階な
ど基本を理解し覚えるまで大変でした。
　しかしその一方、稽古終わりは普段出せない
大声を出すことでスッキリとし気分爽快な帰り
道、集中して無心に稽古する数時間、少しずつ
上達する達成感など、習い始めて良かったと
思っています。
　現在、生まれ故郷の徳之島に在住。徳之島は
南西諸島の奄美群島に属する離島の一つです。
大阪から1008km離れた位置にあり、豊かな自
然と素朴な南の島の文化が味わえる希少な島で
す。令和３年に世界自然遺産登録も決まりました。
　そんな徳之島に引っ越したのは詩吟を習い始
めて４年目の事です。
　引っ越し前に徳之島の詩吟事情をリサーチ、
…残念なことに教室や詩吟をたしなむ人を見つ
けることはできず、どうしたら続けていけるか
と模索していた中、先生方の協力もあり、年に
数回、競吟大会に徳之島から遠征参加すること
ができ、その折には短時間ではありますが実技
指導を受けることもでき、とても感謝していま
す。普段はYouTube動画で色々な教室のお稽
古動画を見ながら練習などしています。
　当初は私の周りで詩吟を知っている人は皆無
に等しい状態。しかしある事をきっかけに、あ
る程度、周知拡散できました。その出来事は私
の母校、小学校で100周年記念式典を開催され、
その余興に何か一芸を募集、両親が挙手、娘が
詩吟をしており卒業生でもある事から、私の知
らない間に吟ずる事になりました。町長、歴代
の校長、恩師等々、大勢の前で披露することに
なり、司会者が詩吟を紹介してくれるのですが、
知らない人がほとんど、何をするのかとザワザ

ワ不思議顔、伴奏が流れ会場に声がこだました
２分ちょっと、歌い終わり、降壇したあとは、
「詩吟はじめて聴いた、あれが詩吟ね」「声すご
いね」「感動した」などたくさんのお声かけが
ありました。そして歌っている時、手で調子を
とっている方を発見、あとで声をかけると前校
長先生で詩吟歴あり、久しぶりに聴けて懐かし
くうれしかったとのこと。その後、地元のケー
ブルTVで式典の様子が放送され、それを見た
方からも声かけがありました。また小学校で児
童への1日詩吟体験教室のお話があり実際に
行ったのですが、子供たちへの資料作りをしな
がら、新たに知ることや自信の復習にもなり良
い体験でした。
　いくつになっても世代を超えて長く楽しめる
のが詩吟最大の魅力です。
　南の島での生活が、これからの詩吟にどう影
響してくるのか楽しみです。

「 詩 吟 と 私 」
青年部だより青年部だより

春鷺声栄会　山　田　恵美子
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令和４年度　白鷺連合会行事予定　　事業企画部　2022.2.6

年・月・日 白鷺連合会 総本部 関連団体行事
4月 3

16

第61回白鷺吟詠の集い競吟大会
　　　　　　　エーリック（中止）
常任理事会①17：30　海老江西C 16 正副会　理事会

※
17
20
29

財団予選吟剣コン3/27岸和田
大阪府連一部二次
大坂地区常任理事総会
全河内連合競吟大会・関吟のみ

5月 14
14
21

常任理事会②海老江西C 　12:00
総会 〃　14:00
60周年実行委員会④ 17：30海老江西C

7

21

元老・相談役・参与・正副会

正副会　理事会

1
8
22
29

律詩連吟・和歌競吟　理事総会
財団大阪　　　10詩游クラブ
大阪府連一部三次
大阪府連ジュニア・シニア予選

6月
11 常任理事会③17：30　海老江西C

4
11
12
19

定期総会　正副会
正副会　理事会
特別研修会兼推薦師範講習会
吟詠普及研修会(九州)昇格試験(地方)

19

26

吟友会錬成大会
日本伝統文化競吟

大阪府連一部決勝
7月

9
9
60周年実行委員会⑤ 15：00海老江西C
常任理事会⑦17：30 〃　　　

2
9
17

正副会　　全国青年部吟詠大会?
正副会　理事会
昇格試験（師範・準師範・師範代）

10

18
24

大阪府連二部決勝 高槻現代
財団吟道大学、剣詩舞コンクル
詩游クラブ　日総連近畿予選
⑭愛連ジュニアシニア決勝　

8月 2
6
7

正副会
正副会　理事会
吟詠普及研修会（岡山）

11
21
28

財団近畿決勝大東市民
関吟府連一部予選　大東市民
関吟府連二部予選　大東市民

9月
10
10

60周年実行委員会⑥15：00海老江西C
常任理事会⑦17：30 　〃　

3
10
11
24

正副会
正副会　理事会
東明碑前祭・本部研修会（新教本研修)
東明未来塾（本部コース）①

18
18
20

第77回愛連一部吟士権
財団全国剣詩舞決勝
詩游クラブ
東芝競吟

10月 1
23
30

第62回白鷺競吟実行委①案内状作成
広島鷺夕会50周年大会
白鷺連合会60周年記念祝賀会・宝塚ホテル 13:00

1
17

正副会
～22海外移動教室（変更有り）

2 第77回愛連二部吟士権
日総連全国決勝　アルカイック
プラチナ大会　　吹田市文化会館

11月 5
12

第62回白鷺競吟実行委②案内状発送
常任理事会⑥17：30　海老江西C
青年部大会　場所未定
女性部大会　　 〃

5
13
20

26

正副会　　12　正副会　理事会
全国新人中間層吟詠大会
本部研修会（師範・準師範・師範代
昇格課題詩）
東明未来塾（本部コース）②

6
9

27

関吟府連一・二部決勝
詩游クラブ

財団全国決勝
12月 3

10
11

正副会
正副会　理事会
全国師範代・準師範・指導者級吟士権

日総連近畿地区吟詠大会

2023
R5・1月

8
8

常任理事会⑦12：00プラザオーサカ予定
新年互礼会　14：00 〃　　　　

7
9
9
14
28

正副会
AM 元老・相談役・参与・代議員会議
PM 新春吟詠大会　都ホテル・尼崎
正副会　理事会　代議員選挙公示
東明未来塾（本部コース）③

5
18

西日本互礼会
少壮チャリティ
詩游クラブ
少壮コンクール近畿

2月 5
12
19

第62回白鷺競吟実行委③プロ編成1
第62回白鷺競吟実行委④プロ校正2
第62回白鷺競吟実行委⑤プロ校正最終

4
10

～5　吟道大学講座
正副会　理事会

飛翔コンクール　富田林
全国吟剣コンクール決勝
哲友会吟詠コンクール

3月 5
11
19

第62回白鷺競吟実行委⑥プロ発送 
常任理事会⑧17：30　海老江西C
第62回白鷺競吟実行委⑦備品点検

4
10
11
25
30

正副会
代議員選挙
正副会　理事会
東明未来塾（Ｒ3本部コース・卒業式）④
～31　本部棚卸

8
5

12
19

詩游クラブ
愛連吟詠フエスティバル
全国少壮決勝
大阪府連一部一次予選①
大阪府連一部一次予選②

※第62回白鷺吟詠の集い競吟大会　2023年令和5年4月2日（第1日曜）or 9日（第2日曜）エーリック 予定

〈印刷所〉㈱NPCコーポレーション　〒 530-0043　大阪市北区天満 1-9-19　 TEL（06)6351-7271　FAX（06)6352-7479

・とうとう三年目を迎えてしまったコロナ禍
です。新しい生活様式にも慣れて、用心しな
がらコロナに負けずに、この春先には収束へ
のカウントダウンを迎えることができそうな
予感がしているのですが……
・この令和３年度も、詩吟関係の大会等行事
が軒並み中止、延期となる事態に、広報部会
の集合機会も逸し、インターネット活用のリ
モートで細々情報交換している状態でした。
そんな中、コロナに負けるな！の心意気で、
白鷺の仲間から吟詠大会・競吟大会開催した
との情報を得ました。それらの記事は、白さ

ぎホームページに先行アップさせていただきまし
たが、広く白鷺会員その他関係各位にもご紹介し
たいとの思いで、本紙面にも取り上げさせていた
だきました。
・その他のシリーズものの記事は、広報部員によ
る執筆とタイムリーなトピックスを得て記事反映
させていただいたものです。
・令和４年度の目玉行事は、白鷺創立60周年記念
大会の開催です。気持ちを盛り上げて参りましょ
う！
 広報部・HP管理部　部長　塩路澄誠

編 集 後 記
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白鷺連合会組織系統一覧
（令和 3年 12 月現在）
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）（故） 

山
本
鷺
覚

（
東
影
桜
ノ
宮
）（故） 

深
谷
袿
声

（
東
影
大
日
）

（故） 

近
藤
加
声
萩
原
佳
影（
佳
影
）

（
東
影
）（故） 

石
坂
鷺
彰

（
西
淀
川
）（故） 

平
田
鷺
攝

（
鷺
粋
吟
詠
会
）（故） 

難
波
鷺
吹

（
玉
出
）（故） 

島
崎
鷺
郊

中
村
鷺
尚

若
林
鷺
誓

（
鷺
郷
浄
正
）

（
鷺
郷
八
坂
）

（
鷺
郷
水
口
）

光
石
鷺
臣

森
田
岳
帆

（
志
舟
長
岡
京
）

（
志
舟
東
粉
浜
）

（
志
舟
玉
出
）

（
志
舟
本
庄
）

（
志
舟
）（故） 

畑
　
穂
舟

（
広
島
夕
朋
）（故） 

松
井
夕
朋

（
成
秋
会
）（故） 

綿
榎
鷺
鶴（

守
目
堂
）（故） 

北
井
鷺
淞

（
山
の
辺
）（故） 

森
川
鷺
峰

村
松
穂
松

徳
稲
穂
晃

（
山
形
吟
礼
）（故） 

須
貝
岠
孝

（
茨
木
清
流
）三
井
鷺
孫

（故） 

西
村
鷺
恍

山
根
鋒
孝

（
吼
月
）（故） 

北
池
鷺
吼

中
村
寿
吼

矢
野
陽
吼

森
　
琥
吼

（
桜
鳳
）
田
代
鳳
紅

（
堀
江
）

（故） 

原
　
瑞
声

（故） 

三
松
鷺
愛

（
岩
田
）

関
西
大
学
吟
詠
部

（
石
切
）北
森
愛
鈴（
愛
鈴
）

（
鷺
恵
会
め
ぐ
み
）

（
孔
攝
）

（
さ
わ
ら
び
）

（
逍
和
）

（
澱
江
）

（
鷺
恵
会
鶴
見
）

（
鷺
恵
会
海
老
江
）

（
鷺
恵
会
福
島
）

（
鷺
恵
会
西
友
）

（
鷺
恵
会
泉
州
）

佐
藤
旨
孝

伊
藤
恍
識

（
豊
岡
）

（
日
高
）

（
城
崎
）

（
出
石
但
東
）

高
田
芝
粋

難
波
恭
粋

山
本
誠
山

安
楽
秋
声

（
松
韻
）

大
取
鷲
照

片
山
鷺
丘

●（
鷺
照
吟
詠
会
）鈴
木
睨
照（

夕
月
会
）

（
成
秋
会
）平
谷
秋
景

小
平
秋
紅

●（
鷺
伸
吟
詠
会
）

●（
青
誠
会
）加
納
誠
旺

●（
広
島
鷺
夕
会
）

西
村
夕
城

（
鷺
夕
中
央
）

沖
本
夕
晶

（
曳
馬
野
）

（
晶
詠
）

（
湖
西
）

（
遠
江
）

城
　
曙
灮

坪
井
曙
水

（
広
島
鷺
津
会
）
川
本
鷺
津

（
広
島
鷺
雲
）
濱
野
鷺
雲

（
広
島
鷺
嚴
）
橋
本
鷺
嚴

（
島
根
浜
鷺
吟
詠
会
）

土
居
鷺
鏡

植
村
鷺
登斉

藤
鷺
鉄

（
名
古
屋
）伊
東
鷺
伸

（
関
西
大
学
吟
詩
部
）伊
東
鷺
伸

（
浄
北
塾
）沼
田
鷺
定（

鷺
播
葦
風
会
）

（
鷺
播
下
里
）

（
桃
山
学
院
大
学
詩
吟
部
）

村
田
訓
洲

宮
崎
訓
胤

（
名
古
屋
）

（
淞
苑
）中
谷
淞
苑

田
中
鷺
華

森
川
鷺
昭

森
村
峰
山

（
青
誠
会
北
）

（
青
誠
会
南
）

（
青
誠
会
八
鹿
）

（
知
多
半
島
）

（
名
古
屋
城
北
）

（
名
古
屋
中
川
）

（
東
尾
張
）

（
中
京
）

（
加
美
）

（
大
阪
伸
友
）

（
愛
知
や
わ
ら
ぎ
）

（
豊
中
上
新
田
）

（
北
九
州
）

中
川
鷺
嘯

岡
村
報
洋

小
井
鶴
伸 吉

田
鷺
航

飯
田
報
信

（
和
）

（
浜
松
）

（
犬
居
）

（
鷺
夕
安
芸
）

（
鷺
夕
東
）

（
鷺
夕
西
）

（
鷺
夕
南
）

（
鷺
夕
北
）

（
鷺
夕
東
広
島
）

●（
岡
山
鷺
照
会
）馬
場
鷺
昌
　
　
元
宗
琮
照

（
岡
山
旭
川
）
大
角
鷺
栄

（
岡
山
備
前
）

（
広
島
鷺
博
会
）
石
堂
鷺
博

（
広
島
鷺
栖
会
）

末
光
栖
鳳

金
本
曙
紘

新
林
忠
嚴

玉
木
曙
璋

（
岡
山
晴
吟
塾
）

蓬
郷
瑛
帆

太
田
貞
旭

（
広
島
峡
竹
）
辰
岡
海
峡

岩
田
澪
峡

高
橋
正
諷

（
広
島
博
貞
）

（
広
島
鷺
峡
会
）

（
広
島
鷺
諷
会
）

（
広
島
鷺
曙
会
）

（
澱
東
）

（
蒲
田
）

（
千
本
）

（
淀
川
）

（
東
淀
）

（
明
友
）

（
瓢
箪
山
）

●（
鷺
声
吟
詠
会
）（故） 

北
田
鷺
仰

●（
鷺
恵
会
）

●（
攝
友
会
）堀
月
孝

芳
野
歩
孝

坂
口
貴
孝

●（
鷺
迪
吟
詠
会
）

（
迪
友
西
淀
川
）
安
田
鷺
迪

●（
岳
豊
会
）松
尾
岳
豊 松

尾
佳
恵

森
田
鷺
豊

京
都
中
心
会

親
さ
ぎ

玉
出

岡
山

広
島

天
理
時
報
社

天
理

丹
波
市

関
西
大
学

（
鷺
郷
）大
橋
鷺
迅

岡
田
鷺
甫

北
村
鷺
冠

堂
本
鷺
諶

（
旭
）

（
吟
鴒
会
）

（
吟
和
）

（
城
苑
）

（
西
育
）

（
白
鷺
京
都
）

近
藤
鷺
酒

佐
古
都
声

森
璽
声

（
土
佐
清
水
清
吟
）

黒
瀬
蔦
声（
蔦
声
）

（
東
声
Ｊ
Ｐ
Ｕ
）

（
澄
峰
・
澄
峰
上
斎
原
）松
坂
澄
峰

（
双
仟
）（故） 
中
野
鷺
訓

● 印 本部公認会
消滅支部会
退会支部会

（
名
古
屋
南
）

（
名
古
屋
西
）

（故）

原
田
天
照

根
鷺
夕

（故）

（故） 

谷
澤
暁
声

吉
田
季
孝

俵
積
田
輝
孝

（故） 

森
口
雪
孝

古
賀
戌
孝

（故） 
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さ
ぎ
す

（故） 

塩
谷
鷺
声

（故） 

吉
村
鷺
紅

（故） 

松
尾
鷺
恵

（故） 

寺
島
鷺
狂

（
立
売
堀
）

（
さ
ぎ
す
）

（
船
場
）（故） 

西
森
鷺
森

（故） 

井
上
鷺
孝

（故） 

絹
笠
鷺
陽

（故） 

富
樫
鷺
樫

（故） 

領
木
鷺
舟（
鷺
舟
会
）

（故） 

佐
々
木
鷺
郷

（故） 

伊
豆
丸
鷺
洲

（故） 

徳
田
鷺
富（
相
愛
・
八
弘
）

（故） 

北
原
鷺
秋（
鷺
秋
会
）

（故） 

佐
藤
鷺
照（
鷺
照
会
）

（故） 

中
村
鷺
広

（故） 

難
波
鷺
枠

（故） 

大
森
鷺
帆

（故） 

田
坂
鷺
峡

（故） 

大
久
保
鷺
諷

（故） 

土
居
鷺
行（
や
ま
と
）

（故） 

斎
藤
鷺
報  

●（
浜
松
鷺
長
会
）

（故） 

増
田
鷺
璋  

●（
天
理
吟
詠
会
）

（故） 

飯
田
鷺
長

（故） 

太
田
博
貞

（故） 

太
田
博
鈴

（故） 

小
佐
野
鷺
桂
（
桂
心
流
）

（故） 

高
見
鷺
播

（故） 

木
村
曙
風

（故） 

新
谷
曙
風

（故） 

津
雲
鷺
曙

（故） 

和
気
晴
帆

（故） 

伊
藤
鷺
栖

（故）
幸
田
鷺
宝

（故） 

吉
田
鷺
鈴

（
旭
鈴
）（故） 

安
藤
鷺
春

（
春
靜
）

（
春
鷺
声
栄
）細
田
鵬
声

（
東
声
）

北
井
澄
声（
澄
声
）

塩
路
澄
誠

（
門
真
）（故） 

山
本
鷺
覚

（
東
影
桜
ノ
宮
）（故） 

深
谷
袿
声

（
東
影
大
日
）

（故） 

近
藤
加
声
萩
原
佳
影（
佳
影
）

（
東
影
）（故） 

石
坂
鷺
彰

（
西
淀
川
）（故） 

平
田
鷺
攝

（
鷺
粋
吟
詠
会
）（故） 

難
波
鷺
吹

（
玉
出
）（故） 

島
崎
鷺
郊

中
村
鷺
尚

若
林
鷺
誓

（
鷺
郷
浄
正
）

（
鷺
郷
八
坂
）

（
鷺
郷
水
口
）

光
石
鷺
臣

森
田
岳
帆

（
志
舟
長
岡
京
）

（
志
舟
東
粉
浜
）

（
志
舟
玉
出
）

（
志
舟
本
庄
）

（
志
舟
）（故） 

畑
　
穂
舟

（
広
島
夕
朋
）（故） 

松
井
夕
朋

（
成
秋
会
）（故） 

綿
榎
鷺
鶴（

守
目
堂
）（故） 

北
井
鷺
淞

（
山
の
辺
）（故） 

森
川
鷺
峰

村
松
穂
松

徳
稲
穂
晃

（
山
形
吟
礼
）（故） 

須
貝
岠
孝

（
茨
木
清
流
）三
井
鷺
孫

（故） 

西
村
鷺
恍

山
根
鋒
孝

（
吼
月
）（故） 

北
池
鷺
吼

中
村
寿
吼

矢
野
陽
吼

森
　
琥
吼

（
桜
鳳
）
田
代
鳳
紅

（
堀
江
）

（故） 

原
　
瑞
声

（故） 

三
松
鷺
愛

（
岩
田
）

関
西
大
学
吟
詠
部

（
石
切
）北
森
愛
鈴（
愛
鈴
）

（
鷺
恵
会
め
ぐ
み
）

（
孔
攝
）

（
さ
わ
ら
び
）

（
逍
和
）

（
澱
江
）

（
鷺
恵
会
鶴
見
）

（
鷺
恵
会
海
老
江
）

（
鷺
恵
会
福
島
）

（
鷺
恵
会
西
友
）

（
鷺
恵
会
泉
州
）

佐
藤
旨
孝

伊
藤
恍
識

（
豊
岡
）

（
日
高
）

（
城
崎
）

（
出
石
但
東
）

高
田
芝
粋

難
波
恭
粋

山
本
誠
山

安
楽
秋
声

（
松
韻
）

大
取
鷲
照

片
山
鷺
丘

●（
鷺
照
吟
詠
会
）鈴
木
睨
照（

夕
月
会
）

（
成
秋
会
）平
谷
秋
景

小
平
秋
紅

●（
鷺
伸
吟
詠
会
）

●（
青
誠
会
）加
納
誠
旺

●（
広
島
鷺
夕
会
）

西
村
夕
城

（
鷺
夕
中
央
）

沖
本
夕
晶

（
曳
馬
野
）

（
晶
詠
）

（
湖
西
）

（
遠
江
）

城
　
曙
灮

坪
井
曙
水

（
広
島
鷺
津
会
）
川
本
鷺
津

（
広
島
鷺
雲
）
濱
野
鷺
雲

（
広
島
鷺
嚴
）
橋
本
鷺
嚴

（
島
根
浜
鷺
吟
詠
会
）

土
居
鷺
鏡

植
村
鷺
登斉

藤
鷺
鉄

（
名
古
屋
）伊
東
鷺
伸

（
関
西
大
学
吟
詩
部
）伊
東
鷺
伸

（
浄
北
塾
）沼
田
鷺
定（

鷺
播
葦
風
会
）

（
鷺
播
下
里
）

（
桃
山
学
院
大
学
詩
吟
部
）

村
田
訓
洲

宮
崎
訓
胤

（
名
古
屋
）

（
淞
苑
）中
谷
淞
苑

田
中
鷺
華

森
川
鷺
昭

森
村
峰
山

（
青
誠
会
北
）

（
青
誠
会
南
）

（
青
誠
会
八
鹿
）

（
知
多
半
島
）

（
名
古
屋
城
北
）

（
名
古
屋
中
川
）

（
東
尾
張
）

（
中
京
）

（
加
美
）

（
大
阪
伸
友
）

（
愛
知
や
わ
ら
ぎ
）

（
豊
中
上
新
田
）

（
北
九
州
）

中
川
鷺
嘯

岡
村
報
洋

小
井
鶴
伸 吉

田
鷺
航

飯
田
報
信

（
和
）

（
浜
松
）

（
犬
居
）

（
鷺
夕
安
芸
）

（
鷺
夕
東
）

（
鷺
夕
西
）

（
鷺
夕
南
）

（
鷺
夕
北
）

（
鷺
夕
東
広
島
）

●（
岡
山
鷺
照
会
）馬
場
鷺
昌
　
　
元
宗
琮
照

（
岡
山
旭
川
）
大
角
鷺
栄

（
岡
山
備
前
）

（
広
島
鷺
博
会
）
石
堂
鷺
博

（
広
島
鷺
栖
会
）

末
光
栖
鳳

金
本
曙
紘

新
林
忠
嚴

玉
木
曙
璋

（
岡
山
晴
吟
塾
）

蓬
郷
瑛
帆

太
田
貞
旭

（
広
島
峡
竹
）
辰
岡
海
峡

岩
田
澪
峡

高
橋
正
諷

（
広
島
博
貞
）

（
広
島
鷺
峡
会
）

（
広
島
鷺
諷
会
）

（
広
島
鷺
曙
会
）

（
澱
東
）

（
蒲
田
）

（
千
本
）

（
淀
川
）

（
東
淀
）

（
明
友
）

（
瓢
箪
山
）

●（
鷺
声
吟
詠
会
）（故） 

北
田
鷺
仰

●（
鷺
恵
会
）

●（
攝
友
会
）堀
月
孝

芳
野
歩
孝

坂
口
貴
孝

●（
鷺
迪
吟
詠
会
）

（
迪
友
西
淀
川
）
安
田
鷺
迪

●（
岳
豊
会
）松
尾
岳
豊 松

尾
佳
恵

森
田
鷺
豊

京
都
中
心
会

親
さ
ぎ

玉
出

岡
山

広
島

天
理
時
報
社

天
理

丹
波
市

関
西
大
学

（
鷺
郷
）大
橋
鷺
迅

岡
田
鷺
甫

北
村
鷺
冠

堂
本
鷺
諶

（
旭
）

（
吟
鴒
会
）

（
吟
和
）

（
城
苑
）

（
西
育
）

（
白
鷺
京
都
）

近
藤
鷺
酒

佐
古
都
声

森
璽
声

（
土
佐
清
水
清
吟
）

黒
瀬
蔦
声（
蔦
声
）

（
東
声
Ｊ
Ｐ
Ｕ
）

（
澄
峰
・
澄
峰
上
斎
原
）松
坂
澄
峰

（
双
仟
）（故） 

中
野
鷺
訓

● 印 本部公認会
消滅支部会
退会支部会

（
名
古
屋
南
）

（
名
古
屋
西
）

（故）

原
田
天
照

根
鷺
夕

（故）

（故） 

谷
澤
暁
声

吉
田
季
孝

俵
積
田
輝
孝

（故） 

森
口
雪
孝

古
賀
戌
孝

（故） 
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公認鷺 恵 会
相 談 役

〃
常 任 相 談 役

〃
参 与

〃
会 長
副 会 長

〃
理 事 長
副 理 事 長

〃
〃

総 務 部 長
総 務 副 部 長
研 修 部 長
研 修 副 部 長
経 理 部 長
事 業 部 長
渉 外 部 長
広 報 部 長
女 性 部 長
青 年 部 長
東 ブ ロ ッ ク 長
〃副ブロック長
中 ブ ロ ッ ク 長
〃副ブロック長
南 ブ ロ ッ ク 長
〃副ブロック長
会 計 監 査

〃

荒　 川　 鷺　 梅
藤 稿 祥 恵
向 井 鸞 恵
東 　 　 峯 恵
作 本 優 恵
清 水 穏 恵
松 尾 佳 恵
美 濃 鷺 廣
柴 谷 鶯 恵
酒 井 翔 恵
兔 太 盛 恵
北 浦 広 恵
入 江 鴎 恵
稲 岡 荘 恵
北 浦 広 恵
永 田 璃 恵
尾 﨑 魁 恵
豊 田 翺 恵
藤 木 紅 恵
入 江 鴎 恵
山 田 崚 恵
秋 山 寛 恵
野 々 村　 梵　 恵
稲 岡 荘 恵
安 田 慈 恵
関 　 　 鴻 恵
福 永 洋 恵
西 出 灑 恵
梶 本 燎 恵
藤 木 紅 恵
関 　 　 鴻 恵

公認浜 松 鷺 長 会
会 主
会 長
理事長(副講師)
事務局長(副会長)
女性部部長(副会長)
和支部長（副会長）
浜 松 支 部 長
曳 馬 野 支 部 長
犬 居 支 部 長
遠 江 支 部 長
西 山 支 部 長
会 計

〃

吉 田 鷺 航
飯 田 報 信
飯 田 報 鷲
森 下 報 薫
飯 田 報 彩
鈴 木 修 碩
村 松 涼 憲
村 瀬 洋 恵
森 下 航 琳
武 田 修 紳
牧 田 修 景
條　　 洋 昌
紀 野 洋 実
役員・会員一同

天 理 吟 詠 会
会 長

副 会 長

〃

理 事 長

副 理 事 長

事 務 局 長

植 村 鷺 登

川 畑 璋 鵬

細 田 璋 行

藤 本 璋 白

増 田 鷺 笛

冨 森 璋 龍

役員・会員一同

公認広 島 鷺 夕 会
会 長
相 談 役

〃
〃

副 会 長
〃
〃

事 務 局 長
事 務 局 次 長

西 村 夕 城
木 村 夕 藍
小田川 夕 慧
大 坪 夕 爽
石 橋 夕 藻
城 田 夕 風
中 本 夕 婕
内 元 夕 旺
林　　 夕 優
他役員・会員一同

事務局　〒739-0321
　　　　広島市安芸区中野6-50-14-102
　　　　西　村　正　美（夕慧）
TEL・FAX(082)892-2207　携帯090-1185-3782

明るく  楽しく
明日を描いて温故新生

公認鷺 照 吟 詠 会
会 長

副 会 長

〃

〃

事 務 局 長

大 取 鷲 照

坂 本 繃 照

内 田 菖 照

中 山 曈 伸

内 田 菖 照

役員・会員一同

船 場 吟 詠 会
会 長
副会長・理事長
副 理 事 長
相 談 役

〃
〃

指 導 部 長
総 務 部 長
副 部 長
会 計 部 長
企 画 部 長
広 報 部 長
組 織 渉 外 部 長
副 部 長
女 性 部 長
青 年 部 長

谷 澤 暁 星
藤 本 月 声
菅 原 嶂 孝
山 根 鋒 孝
室 屋 鷺 幽
古 田 近 孝
菅 原 嶂 孝
大 西 悠 森
前 川 真 駿
青 木 誠 森
長 濱 源 森
高 田 刈 孝
岡 野 梅 森
柴　　 月 森
多 田 麗 森
大 岡 涼 森
他役員・会員一同

公認攝 友 会
常 任 相 談 役

〃
〃

会 長
副 会 長

〃
〃

理 事 長
副 理 事 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

攝 友 会 講 師
事 務 局 長
総 務 部 長
企 画 広 報 部 長
事 業 部 長
経 理 部 長
雅 号 管 理 部 長
文 書 管 理 部 長
作 詩 部 長
華 甲 部 長
女 性 部 長
青 年 部 長
指 導 部 部 長
　 〃 講 師
さわらび支部支部長
　 〃 講 師
孔 攝 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
澱 江 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
逍 和 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
会 計 監 査

〃

堀　　 月 孝
芳 野 歩 孝
坂 口 貴 孝
古 賀 戍 孝
髙 木 辰 孝
森　　 婕 孝
細 木 天 孝
甫 喜 本 青 孝
松 本 哉 孝
岡 田 省 孝
谷 口 人 孝
新 武 妹 孝
前 田 燁 孝
小 林 攝 匍
中 西 攝 勝
岡 田 省 孝
古 賀 戍 孝
谷 口 人 孝
岳 野 恍 輔
田 中 攝 芯
竹 嶋 恍 忞
前 田 燁 孝
荻 野 恍 嬉
速 水 正 攝
山 崎 岬 孝
佐 田 攝 侶
平 岡 娟 譲
岡 田 省 孝
岡 田 省 孝
宮 里 恍 通
小 林 攝 匍
荒 井 峭 孝
前 田 燁 孝
中 尾 恍 曄
髙 木 辰 孝
松 村 恍 嬋
細 木 天 孝
中 西 攝 勝
中 西 恍 暉

事務所(水・金)午後1：00～3：00迄
　　　〒555-0024　大阪市西淀川区野里1-27-16
　　　TEL・FAX(06)6475-4763

公認 鷺 伸 吟 詠 会
会 主
会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長

伊 東 鷺 伸
小 井 鶴 伸
西 窪 誠 道
久 田 老 伸
木 村 虹 伸
森 川 源 伸

役　員・会　員　一　同
事務局　〒460-0002　名古屋市中区丸の内3-20-5
　　　　　　　　　　オアシス日向404号室

公認鷺 声 吟 詠 会
顧 問

〃
〃

常 任 相 談 役
〃

相 談 役
会 長
責 任 講 師
副 会 長

〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
会 計 部 長
会 計 監 査

〃
常 任 理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

指 導 部 部 長
作 詩 委 員 長
企 画 部 部 長
広 報 部 部 長
婦 人 部 部 長
青 年 部 部 長

北 村 鷺 冠
堂 本 鷺 諶
近 藤 鷺 酒
吉 田 鷺 人
伊地田　五　声
廣 瀬 広 声
森　　 璽 声
野 島 翔 声
岡 本 鷺 涛
野 島 蓉 声
井 上 容 声
大 森 厚 声
佐 川 駿 声
北 尾 耕 声
橋 本 嬌 声
池 田 涌 声
歌 門 善 声
北 田 秀 声
山 本 詩 声
米 田 陶 声
森　　 煌 声
相 田 燁 声
魚 岸 唯 声
前　　 禮 声
池 田 鐙 声
森　　 璽 声
橋 本 井 声
中 川 仁 声
藤 原 凜 声
野 島 蓉 声
中　岡　蒼狼声

事務所　〒535-0003 大阪市旭区中宮2-20-18 相田燁声方

公認岳 豊 会
会 主・ 会 長

副 会 長

理 事 長

副 理 事 長

〃

松 尾 岳 豊

岡 田 岳 遙

岸　 岳 月

田 中 岳 涼

岡 田 岳 笠

(豊岡支部長)

(日高支部長)

(出石但東支部長)

役員・会員一同

公認鷺 迪 吟 詠 会
会 長 俵 積 田 輝 孝

役員・会員一同
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鷺 郷 吟 詩 会
会 長 大 橋 鷺 迅

会 員 一 同

鷺 舟 会
会 長

副 会 長

責 任 講 師

会 計

若 林 鷺 誓
加 藤 扇 郊
鈴 木 合 郊
寺 田 靜 宝
役員・会員一同

岡 山 鷺 照 会
会 長

事 務 局

原 田 天 照
内 田 育 照

事務所　〒703-8282 岡山市中区平井一丁目2-12

本年もよろしくお願いします。
令和４年

澄 声 会
会 長 塩 路 澄 誠

他役員・会員一同

守 目 堂 吟 詠 会
会 長 田 中 鷺 華

役員・会員一同

双 仟 吟 詠 会
会 主

会 長

事 務 局 長

村 田 訓 洲
宮 﨑 訓 胤
竹 谷 訓 鳳
他役員・会員一同

淞 苑 会
会 長

副 会 長

中 谷 淞 苑

金 澤 苑 玲

役員・会員一同

成 秋 会
相談役
　〃
会　長
副会長
　〃
理事長

安楽秋声
平谷秋景
小平秋紅
東本秋愛
西垣秋恵
河下秋滉

蒲田支部
松韻支部
淀川支部
東淀支部
明友支部

平谷秋景
河下秋滉
東本秋愛
小平秋紅
米田秋澄
他役員・会員一同

吼 月 会
会 主

会 長

責 任 講 師

矢 野 陽 吼
森　　 琥 吼
吉 兼 蘭 吼
会 員 一 同

志 舟 会
会 長

副 会 長

〃

〃

徳 稲 穂 晃
村 橋 穂 航
赤 松 青 篁
玉 木 新 壽
他役員・会員一同

春 鷺 声 栄 会
会 長
理事長・事務局長・審査員長
副理事長・会計監査
　〃　会計・昇段部長
　〃　白 鷺 青 年 部

　〃　
〃
〃

白鷺女性部幹事
競吟大会実行委員

細 田 鵬 声
児 玉 登 春
渡 壁 海 春
本 田 泰 春
上 中 鵬 春
田 上 紫 鵬
光 成 華 鵬
樋 野 美 鵬
田 中 登 洋
高 橋 亮 鵬

鷺 粋 吟 詠 会
会 主

会 長

副 会 長

難 波 恭 粋
山 本 誠 山
髙 田 朱 粋
役員・会員一同

や ま と 吟 詩 会
会 長 中 川 鷺 嘯

役 員 一 同

茨 木 清 流 会
会 主

会 長

三 井 鷺 孫

吉 田 李 孝

他役員・会員一同
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お 知 ら せ

◆予告◆　みんなで成功させましょう♪

白鷺連合会創立60周年記念大会
サブタイトル「日々楽しく、日々前進」

　　　　　　　　＜場　所＞　　　　　　　　

宝塚ホテル　宝寿の間
〒665-0845　兵庫県宝塚市栄町１丁目１番33号

電話　0797－87－1151

１階　大宴会場　宝　寿

2022年（令和４年）10月30日（日）
正午開場

　　　　　　　　＜日　時＞　　　　　　　　

宝塚ホテルへのアクセスこちらのQRコードにスマホをかざしてご覧ください。⇨


